
・ ﾗｲﾌｽﾀｲﾙの変化やｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰへの転換から、利⽔機能向上が求められています。
・ 効率的に貯⽔池を運⽤することで、⽔道⽤⽔の確保・発電能⼒の増強を図ります。

１日あたり約17万人分の水を新たに確保できます１日あたり約17万人分の水を新たに確保できます

水路トンネル
ができるまで
水路トンネル
ができるまで

25,920m3/日（約８万人分）25,920m3/日（約８万人分）

水路トンネル
によって
水路トンネル
によって

51,840m3/日（約17万人分）51,840m3/日（約17万人分）

水路トンネル
ができたあと
水路トンネル
ができたあと 77,760m3/日（約２５万人分）77,760m3/日（約２５万人分）
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喜撰山ダム

521万m3

喜撰山ダム

380万m3

天ヶ瀬発電所天ヶ瀬発電所

喜撰山発電所喜撰山発電所

天ヶ瀬ダム

喜撰山ダム

揚水

需要が多いときに発電

※１：発電継続時間6時間換算

喜撰山発電所では、 ポンプで天ヶ瀬ダムの
水を喜撰山ダムにくみ上げておき、電気が
多く使われる時間に水を落として発電して
います。

喜撰山ダム

天ケ瀬ダム再開発事業の背景と目的②：利水（水道・発電）

■ 事業の目的②：利水（発電能力の増強）

■ 事業の目的②：利水（京都府の水道用水の確保）

□ 天ケ瀬ダム再開発事業による貯水池運用の効率化により、洪水対策や発電に影響を与えることなく、より多くの水道用水を
取水できるようになり、1日あたり51,840m3の水（約17万人分）を新たに安定的に供給することができます。

□ 天ケ瀬ダム再開発事業によって、洪水のおこりやすい夏場の期間にも、より多くの水を
喜撰山ダムに送ることができます。
そうすると、喜撰山発電所では（電力需要の多い）夏場においても安定した電力をつく
れるようになり、新たに約110ＭＷ※1 （110,000ｋＷ）の電力の供給が可能となります。

※2：一般的な住居用の
太陽光発電容量：4ｋＷと仮定し算定

現 在 再開発後

約27,000世帯分※2に太陽光発電を設置するのと同等の効果を得
ることが期待できます。

3

給水区域人口（宇治市、城陽市、八幡市、久御山町）の変遷 京都府の水道用水の確保

▼洪水貯留準備水位 EL.72.0m

最低水位
▼EL.58.0m

水道容量
60万m3

堆砂容量等
628万m3

発電容量
380万m3発電最低水位

▼EL.68.6m
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基礎岩盤：EL.9.0m

現 天ヶ瀬ダム

発電容量
521万m3発電最低水位

▼EL.67.1m

水道用水と発電が共同
で利用する容量を増大。

発電最低水位の低下に
よって放流能力が小さく
なると治水上の支障が
生じるため、トンネル式
放流設備新設で、放流
能力を増大。

▼洪水時最高水位（平常時最高貯水位）EL.78.5m
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堆砂容量
628万m3

基礎岩盤：EL.9.0m

最低水位
▼EL.58.0m

■ 効率的な貯水池運用

再開発後

□ 天ケ瀬ダム再開発事業によって、より効率的な貯水池運用を図ることができ、
治水だけでなく 利水に活用できる容量が拡大します。

水道容量
214万m3

導流部(φ10.3m)EL.41.2m

▼コンジットゲートEL.42.7m▼▼コンジットゲートEL.42.7m

▼洪水時最高水位（平常時最高貯水位）EL.78.5m

▼洪水貯留準備水位 EL.72.0m


